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は
じ
め
に

立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
乱

歩
旧
蔵
書
に
は
、
古
今
東
西
の
奇
術
・
手
品
に
関
係
す
る
文
献
が
多

く
残
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
ひ
と
際
目
を
引
く
の
は
、
江
戸
か
ら

明
治
期
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
奇
術
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
ろ
う
。

横
山
泰
子
が
「
妖
怪
手
品
師
・
江
戸
川
乱
歩
」（『
妖
怪
手
品
の
時

代
』
青
弓
社
、
二
〇
一
二
・
四
）
に
お
い
て
、
江
戸
期
の
伝
授
本
に

見
ら
れ
る
「
妖
怪
手
品
」（
横
山
論
の
定
義
に
よ
れ
ば
「
仕
掛
け
で
幽

霊
出
現
な
ど
の
怪
異
現
象
を
作
り
出
す
娯
楽
」）
に
注
目
し
、「
乱
歩

と
い
う
人
物
を
妖
怪
手
品
の
系
譜
の
上
で
位
置
づ
け
、
彼
の
作
品
を

妖
怪
手
品
の
小
説
版
、
あ
る
い
は
江
戸
期
伝
授
本
の
近
代
版
と
し
て

解
釈
す
る
」
こ
と
を
試
み
て
い
る
よ
う
に
、
乱
歩
の
文
芸
と
近
世
奇

術
と
の
近
接
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
近
接
は
、「
妖
怪
手
品
」
に
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
鬼
友
『
た

は
ふ
れ
草
』  1
に
は
、「
そ
ろ
ば
ん
に
て
い
ふ
こ
と
を
知
ら
す
事
」
と

し
て
、〈
い
ろ
は
〉
順
を
七
行×

七
段
に
分
け
、「
い
」
を
「
一
ノ

一
」、「
と
」
を
「
一
ノ
七
」、「
ち
」
を
「
二
ノ
一
」
と
ふ
た
つ
の
数
字

の
組
み
合
わ
せ
で
当
て
は
め
て
い
く
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る【
図
１
】

　
　
　

。

こ
の
よ
う
な
暗
号
通
信
も
近
世
奇
術
に
は
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
、
乱
歩
が
『
写
真
報
知
』（
一
九
二
五
・
三
・
一
五
）
に
「
恋
二

題
」
の
「
そ
の
二
」
と
し
て
発
表
し
た
小
説
「
算
盤
が
恋
を
語
る
話
」

に
登
場
す
る
、
算
盤
を
用
い
て
〈
五
十
音
順
〉
の
一
〇
行×

五
段
に

数
字
を
当
て
は
め
る
暗
号
の
方
法
と
類
似
し
て
い
る
。

江
戸
川
乱
歩
旧
蔵
『
古
版
奇
術
書
』
同
梱
資
料

米

山

大

樹

―
山
本
慶
一
宛
・
乱
歩
発
書
簡
控
え
を
中
心
に
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と
は
い
え
、
近
世
奇
術
へ
の
関
心
や
体
験
が
乱
歩
の
文
芸
に
直
接

影
響
し
た
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
ら
は
複
雑
な
関
係
性
に
あ
る
も
の
だ

ろ
う
。
乱
歩
の
自
作
解
説
に
「
以
前
鈴
木
商
店
の
鳥
羽
造
船
所
に
勤

め
て
い
た
頃
の
経
験
に
よ
っ
た
の
で
、
当
時
私
は
原
価
計
算
の
仕
事

を
し
て
い
て
、
非
常
に
大
き
な
金
額
の
算
盤
を
置
い
た
こ
と
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
か
ら
ふ
と
あ
ん
な
暗
号
を
思
い
つ
い
た
」  2
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
乱
歩
が
『
た
は
ふ
れ
草
』
を
参
照
し
て
「
算
盤
が
恋
を
語
る

話
」
を
書
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。『
貼
雑
年
譜
』
第
一

巻
に
よ
れ
ば
、
乱
歩
が
鳥
羽
造
船
所
に
勤
め
て
い
た
の
は
、「
自
大
正

六
年
十
一
月　

至
大
正
八
年
一
月
」、
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
一
九

年
に
か
け
て
。
手
製
本
『
奇
譚
』
に
暗
号
の
分
類
法
を
す
で
に
ま
と

め
て
い
た
乱
歩
が
、
算
盤
を
介
在
さ
せ
た
「
数
字
代
用
法
」
の
暗
号

を
、
会
計
係
内
で
の
通
用
を
期
待
で
き
そ
う
な
も
の
と
し
て
創
案
し

た
こ
と
は
自
然
に
思
わ
れ
る
。

先
述
の
『
た
は
ふ
れ
草
』
は
、
立
教
大
学
図
書
館
蔵
・
江
戸
川
乱

歩
旧
蔵
書
に
、
上
巻
の
み
が
一
冊
と
上
下
二
揃
い
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。
上
巻
の
み
の
一
冊
と
、
上
下

二
揃
い
の
う
ち
の
一
揃
い
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
四
八
年
一

〇
月
と
一
九
五
〇
年
一
二
月
五
日

に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
乱
歩
の
『
和
本
カ
ー
ド
』  3
か
ら

確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら

は
乱
歩
が
戦
後
に
収
集
し
た
も
の

で
あ
る
。
就
労
経
験
と
西
洋
文
献

か
ら
の
研
究
を
経
て
書
か
れ
た
小

説
に
登
場
す
る
暗
号
は
、
確
か
に

近
世
奇
術
と
類
似
し
た
方
法
で
は

あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
乱
歩
が
、

【図1-1】　�『和国たはふれぐさ』上、立教大学図書
館蔵、登録番号52071764、七丁裏－八
丁表

【図1-2】　�『和国たはふれぐさ』下、立教大学図書
館蔵、登録番号52071763、八丁裏－九
丁表
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近
世
奇
術
書
を
直
接
参
照
し
て
執
筆
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
乱
歩

と
近
世
奇
術
と
の
関
係
が
、
書
籍
の
収
集
と
整
理
と
い
っ
た
形
式
を

と
っ
て
深
ま
る
の
は
、
戦
後
か
ら
で
あ
る
。

現
在
も
旧
江
戸
川
乱
歩
邸
敷
地
内
に
あ
る
土
蔵
の
二
階
に
は
、
和

本
の
旧
蔵
書
を
保
管
し
て
い
た
桐
箱
や
紙
帙
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
、「

古版

奇
術
書
」
と
大
き
く
箱
書
き
さ
れ
、
そ
の

横
に
「
享
保
十
二　

和
国
智
恵
較
／
享
保
十
五　

機
訓
蒙
鏡
草
／
明

和
元　

珍
術
さ
ん
げ
袋
／
明
和
五　

絵
本
一
興
鑑
／
天
明
四　

仙
術

日
待
種
／
天
明　

盃
席
玉
手
妻
／
天
明　

た
は
ふ
れ
草
／
文
政
十
四　

手
品
独
伝
授
／
外
七
種
」
と
、
保
管
し
て
い
た
書
名
が
列
挙
さ
れ
た

紙
帙
（
以
下
、『
古
版
奇
術
書
』）【図
２
】

が
あ
る
。
こ
の
『
古
版
奇
術
書
』

の
箱
書
き
に
は
「（
山
本
慶
一
編
奇
術
書
目
録
在
中
）」
と
い
う
注
記

が
あ
り
、
紙
帙
の
な
か
に
は
古
文
献
一
五
冊
と
と
も
に
以
下
の
資
料

が
同
梱
さ
れ
て
い
た
。

　

資
料
Ⅰ　

�

山
本
慶
一
宛
・
江
戸
川
乱
歩
発
書
簡
控
え
、
一
九
五

三
（
昭
和
二
八
）
年
七
月
二
八
日
、
一
〇
枚

　

資
料
Ⅱ　

�

山
本
慶
一
編
「
日
本
奇
術
文
献
目
録
資
料
」
四
枚
・

右
側
糊
綴
じ
、
二
部

　

資
料
Ⅲ　
『
仙
術
夜
半
楽
』
の
写
真
、
一
枚

山
本
慶
一
は
、
一
九
二
八
年
生
、
一
九
九
三
年
歿
。
岡
山
県
で
中

学
校
教
諭
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
、
郷
土
史
や
奇
術
に
関
す
る
文
献

を
収
集
・
研
究
し
て
い
た

人
物
で
あ
る
  4
。
立
教
大

学
図
書
館
所
蔵
・
江
戸
川

乱
歩
旧
蔵
書
に
は
、
山
本

が
岡
山
県
の
児
島
か
ら
一

九
五
三
年
八
月
に
出
版
し

た
『
稿
本
天
狗
通
』
巻
之

中
・
巻
之
下
・
解
説
（
巻

之
上
は
欠
本
）
限
定
二
〇

部
の
う
ち
の
「
壱
号
」
を

は
じ
め
、
山
本
慶
一
の
出

版
物
が
一
〇
件
以
上
登
録

さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
『
古
版
奇
術
書
』
同
梱
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、

奇
術
書
の
収
集
を
通
し
て
築
か
れ
た
乱
歩
と
山
本
と
の
交
流
や
、
乱

歩
の
近
世
奇
術
書
研
究
へ
の
貢
献
を
示
す
ば
か
り
で
な
く
、
乱
歩
が

蔵
書
を
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
構
築
・
利
用
し
て
い
た
痕
跡
を
確
認

し
、
そ
の
実
態
を
探
る
手
掛
か
り
と
し
た
い
。

資
料
Ⅰ　

山
本
慶
一
宛
・
乱
歩
発
書
簡
控
え

薄
葉
紙
の
便
箋
一
〇
枚
か
ら
な
る
山
本
慶
一
宛
・
乱
歩
発
書
簡
控

【図２】　�『古版奇術書』、立教大学江戸川乱歩記念
大衆文化研究センター蔵
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え
（
以
下
、「
資
料
Ⅰ
」）【図
３
】

は
、
山
本
慶
一
編
「
日
本
奇
術
文
献
目

録
資
料
」
二
部
の
う
ち
の
「
返
送
用
」
と
書
か
れ
た
も
の
に
、
ス
テ
ー

プ
ル
で
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
末
尾
に
は
「
28
７
５
日　
　

江
戸

川
乱
歩
／
山
本
慶
一
様
」
と
書
か
れ
て
お
り
、「
日
本
奇
術
文
献
目
録

資
料
」
の
編
者
山
本
慶
一
に
宛
て
ら
れ
た
江
戸
川
乱
歩
発
書
簡
の
控

え
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

便
箋
は
左
下
に
「
コ
ク
ヨ　

１
０
５
」
と
書
か
れ
た
Ｂ
５
判
縦
書

き
の
も
の
で
、
左
端
に
「
年
月
日
」
の
記
入
欄
が
あ
り
、
罫
線
が
一

四
本
入
っ
て
い
る
。
今
回
は
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
当
時
に
流

通
し
て
い
た
コ
ク
ヨ
製
品
を
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
版
の
カ
タ
ロ
グ
  5
を
参
照
す
る
と
、
複

写
簿
の
欄
に
品
番
「
１
０
５
」
と
し
て
「
便
箋
複
写
簿
（
薄
罫
入
・

厚
枠
付
）」（
正
副
一
〇
〇
枚
、
上
質
紙
、
七
〇
円
）
と
い
う
製
品
が

あ
る
。
当
該
資
料
に
お
い
て
、
乱
歩
が
発
書
簡
控
え
を
残
す
た
め
に

使
用
し
て
い
た
便
箋
も
こ
の
製
品
だ
と
思
わ
れ
る
。

書
簡
の
内
容
は
、
奇
術
書
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。「「
日
本
奇
術
文
献

目
録
」
に
記
さ
れ
た
る
書
に
て
小
生
所
持
せ
る
も
の
」、「
貴
目
録
に

見
当
ら
ざ
り
し
小
生
の
所
持
本
」、「
諸
本
の
予
告
文
〔
又
〕
は
広
告

に
よ
っ
て
気マ

マず
い
た
も
の
」
に
波
線
で
区
分
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
、「
資
料
Ⅱ
」
記
載
の
乱
歩
所
持
本
一
一
点
、「
資
料
Ⅱ
」
未
掲
載

の
乱
歩
所
持
本
一
二
点
、
広
告
や
予
告
欄
記
載
の
未
所
持
本
四
点
、

計
二
七
項
目
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
リ
ス
ト
の
な
か
で
所
持
本
と

記
さ
れ
た
二
三
点
は
、
す
べ
て
立
教
大
学
図
書
館
に
江
戸
川
乱
歩
旧

蔵
書
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。

こ
の
書
簡
に
よ
る
「
日
本
奇
術
文
献
目
録
資
料
」
へ
の
指
摘
の
ほ

と
ん
ど
が
、『
日
本
奇
術
書
目
録
（
未
定
稿
）』
に
お
け
る
追
加
・
訂

正
に
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
書
簡
に
記
述
さ
れ
た
資
料
で
『
日
本
奇

術
書
目
録
（
未
定
稿
）』
に
追
加
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
に
は
、
半
田
山

人
作
・
北
尾
重
政
画
『

一
心

相
伝

極
秘
巻
』
全
五
巻
（
一
七
七
〇
）
が
あ
る
。

乱
歩
は
「
こ
れ
は
純
手
品
本
で
な
く
、
ま
じ
な
い
本
に
近
い
伝
授
書

の
体
裁
な
れ
ど
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
記
事
に
て
、
作
者
の
人
生
観
な
ど

を
交
え
実
に
面
白
い
本
で
す
。〔
目
次
の
〕
表
題
だ
け
見
る
と
大
奇
術

の
よ
う
な
も
の
や
、
忍
術
な
ど
あ
れ
ど
、
い
づ
れ
も
冗
談
め
か
し
た

種
明
か
し
に
て
ウ
イ
ツ
ト
で
解
決
し
実
際
に
は
行
え
な
い
よ
う
な
も

の
で
す
」
と
評
し
た
上
で
、「
但
し
こ
れ
は
奇
術
書
目
に
は
入
れ
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
が
」
と
書
き
添
え
て
お
り
、
目
録
制
作

へ
の
助
言
と
い
う
目
的
か
ら
逸
れ
つ
つ
も
山
本
に
こ
の
本
を
紹
介
し

て
い
る
。

『
一
心

相
伝

極
秘
巻
』
は
、
近
藤
ま
さ
る
『
奇
術
研
究
（
奇
術
文
献
研
究
誌

№
24
）』（
一
九
五
三
・
一
〇
）
掲
載
の
「
古
奇
術
紹
介
20
」
に
お
い

て
、「
こ
の
本
は
傍
系
書
に
加
え
る
べ
き
か
、
奇
術
ノ
ー
ト
に
加
え
る

べ
き
か
と
考
え
た
が
、
そ
の
両
方
の
部
門
に
入
ら
ぬ
こ
と
は
な
い
」
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と
し
て
紹
介
さ
れ
つ
つ
も
、「
奇
術
書
紹
介
に
加
え
た
の
は
早
計
す

ぎ
た
の
で
、
集
成
の
と
き
は
訂
正
す
る
つ
も
り
で
、
外
の
部
門
に
加

え
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
奇
術
書
風
の

教
訓
書
で
あ
る
こ
の
本
を
ど
う
扱
う
か
に
つ
い
て
は
、
奇
術
書
収
集

家
に
共
通
の
話
題
だ
っ
た
よ
う
だ
。

乱
歩
は
、
同
書
を
『
古
版
奇
術
書
』
に
収
め
、『
和
本
カ
ー
ド
』
に

お
い
て
も
「
手
妻
・
謎
」
に
分
類
し
て
い
る
よ
う
に
、
奇
術
書
の
関

連
と
し
て
保
管
し
て
い
た
。

な
お
、
川
平
敏
文
「『
一
子
相
伝
極
秘
巻
』
考
」（『
文
献
探
究
』
二

〇
〇
〇
・
三
）
に
よ
れ
ば
、『

一
心

相
伝

極
秘
巻
』
は
同
年
刊
の
『

一
子

相
伝

極
秘

巻
』
の
改
題
書
で
あ
る
。
立
教
大
学
図
書
館
所
蔵
・
江
戸
川
乱
歩
旧

蔵
書
に
は
『

一
子

相
伝

極
秘
巻
』
も
登
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
「
手
品

本
六
種
」
と
箱
書
き
さ
れ
た
紙
帙
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。『
和
本
カ
ー

ド
』
で
は
、
同
様
に
「
手
妻
・
謎
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
購
入

時
期
は
不
明
で
あ
る
。

〔
翻
刻
〕
山
本
慶
一
宛
・
乱
歩
発
書
簡
控
え

【
一
枚
目
】

◎
貴

�「
日
本
奇
術
文
献
目
録
」
に
記
さ
れ
た
る
書
に
て
小
生
所
持
せ
る

も
の
。

△�

珍
術
さ
ん
げ
袋　

明
和
元
年
本
、
上
下
、
元
表
紙
元
題
箋
下
巻
実

際
は
十
七
丁
な
れ
ど
も
、
丁
づ
け
は
十
八
丁
な
り
、
明
和
元
年
大

坂　

泉
屋
卯
兵
衛
板
也
。

△�

和
国
智
恵
較　

元
表
紙
な
れ
ど
も
題
箋
な
し　

上
、
下
、
七
三

分

×

四
〇

分

上
、
序
と
も
六
丁
、
下
、
丁
づ
け
は
廿
な
れ
ど
実
は
十
四
丁
。

（
下
は
落
丁
な
し
。
上
は
七
丁
目
以
下
落
丁
か
も
知
れ
ず
）

序
に
は
「
和
国
智
恵
角く

ら
べ力

」
と
記
す
。

�（
奥
附
）
享
保
十
二
年
、（
江
戸
）
川
勝
五
郎
右
ヱ
門
（
大
坂
）
瀬

戸
物
屋
伝
兵
ヱ
（
京
）
め
と
木
屋
勘
兵
ヱ

【図3-1】　�山本慶一宛・乱歩発書簡控え（「資料
Ⅰ」）、立教大学江戸川乱歩記念大衆文
化研究センター蔵、１枚目
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△�
璣
訓
蒙
鑑
草　

上
、
下
、
㊤
序
と
も
十
六
丁
㊦
奥
附
と
も
十
七
丁
。

貴
目
録
に
は
松
、
竹
、
梅
、
と
あ
れ
ど
、
所
持
本

【
二
枚
目
】

は
明
瞭
に
上
下
に
て
、
松
竹
梅
の
文
字
ど
こ
に
も
な
し
。

�

享
保
十
五
年
、
武
陽
、
西
村
市
郎
右
ヱ
門
、
浪
花
、
瀬
戸
物
屋
伝

兵
ヱ
、
皇
都
、
蓍
屋
伝
兵
ヱ
、

�

内
題
に
は
「
璣
訓
蒙
鏡
草
」
と
あ
り
、
貴
目
の
割
題
「
拾
珍
御
伽
」

の
字
は
ど
こ
に
も
な
し
。
元
題
箋
に
も
な
く
、
内
題
に
も
な
し
。

△�

珍
曲
た
は
ふ
れ
草　

寛
政
七
年
再
刻
本
、
上
下
、

�

表
紙
題
箋
は
「
和
国
た
は
ふ
れ
草
」
扉
の
題
は
「
珍
術
た
は
ふ
れ

草
」、
序
の
表
題
は
「
珍
曲
た
は
ふ
れ
草
」

�

貴
目
に
天
明
二
年
〔
初
版
に
非
ず
と
初
板
不
明
の
こ
と
で
す
が
、

天
明
元
〔
が
初
版
〕
で
し
よ
う
。〕
所
持
本
に
は

天
明
元
年
辛
丑
求
板　

京
寺
町
、、、、

寛
政
七
乙
卯
年
再
刻　

菱
屋
孫
兵
衛
板

と
あ
り
。

【
三
枚
目
】

△�

盃
席
玉
手
妻
、
寛
政
十
一
年
板
な
れ
ど
、
再
刻
に
非
ず
、
板
本
は

天
明
板
と
同
じ
。
板
は
貴
目
の
通
り
。

奥
付
、（
京
）
菱
屋
孫
兵
衛

（
同
）
菱
屋
治
兵
衛

（
大
坂
）
河
内
屋
太
助

（
江
戸
）
大
伝
馬
町
（
氏
名
破
れ
た
り
）

△�

仙
術
日
待
種
、
一
冊
天
明
四
年
阪マ

マ

、
他
ハ
貴
目
の
通
り

�
内
題
に
「
伝
授
の
巻
」
と
記
す
。
若
し
や
別
に
上
巻
あ
り
し
に
非

ざ
る
か
。

△�

妙
術
智
恵
の
砂
越
、〔
貴
目
に
〕
八
枚
綴
と
あ
れ
ど
、
目
次
本
文
の

み
に
て
八
丁
也
。

【図3-2】　「資料Ⅰ」、２枚目
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△�

手
妻
早
伝
授
、〔
所
持
〕
本
は
表
紙
題
箋
は
あ
れ
ど
奥
附
を
欠
く
。

　

�

本
文
廿
九
丁
、
あ
と
に
七
丁
別
様
の
体
裁
の
種
明
か
し
あ
り
。
あ

と
の
七
丁
は
〔
本
文
〕
卅
九
種
〔
目
〕
の
ほ
か
也
。

【
四
枚
目
】

△
手
品
独
諬
古
、
題
箋
を
欠
く
。

△
西
洋
て
じ
な
、
巻
目
八
丁
と
あ
れ
ど
本
文
九
丁
也
。

�

明
治
十
四
年
十
一
月
廿
一
日
御
届
、
編
輯
兼
出
板
・
神
田
鍛
冶
町

六
番
地　

長
谷
川
忠
兵
ヱ
。

扉
に
「
ぜ
ん
ぺ
ん
」
と
あ
り
、
別
に
後
篇
あ
る
か
。

△�

新
撰

西
洋

手
品
の
種
本　

こ
れ
は
一
の
巻
也
。
小
生
別
に
二
の
巻
を
所

持
、
別
項
を
見
て
下
さ
い
。

◎
貴
目
録
に
見
当
ら
ざ
り
し
小
生
の
所
持
本
を
左
に
記
し
ま
す
。

△
絵
本
一
興
鑑
（
内
題
、
仙
術
一
興
鑑
）
上
下
二
冊
、

七
寸

五
分×

五
三
、
明
和
四
年
、
幾
篠
序
、

【
五
枚
目
】

�

明
和
五
年
、
大
坂
心
斎
橋
、
吉
文
字
屋
市
兵
衛
、
江
戸
日
本
橋
、

吉
文
字
屋
次
郎
兵
衛
、
同
所
、
山
川
彦
九
郎
、
板

【図3-3】　「資料Ⅰ」、３枚目

【図3-4】　「資料Ⅰ」、４枚目
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上
巻
、
丁
づ
け
十
二
丁
、
実
際
は
九
丁

下
巻　

十
丁

△�

一
心

相
伝

極
秘
巻　

五
巻
（
所
持
本
は
題
箋
表
紙
を
欠
く
、
合
本
也
）

�

こ
れ
は
純
手
品
本
で
な
く
、
ま
じ
な
い
本
に
近
い
伝
授
書
の
体
裁

な
れ
ど
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
記
事
に
て
、
作
者
の
人
生
観
な
ど
を
交

え
実
に
面
白
い
本
で
す
。〔
目
次
の
〕
表
題
だ
け
見
る
と
大
奇
術
の

よ
う
な
も
の
や
、
忍
術
な
ど
あ
れ
ど
、
い
づ
れ
も
冗
談
め
か
し
た

種
明
か
し
に
て
ウ
イ
ツ
ト
で
解
決
し
実
際
に
は
行
え
な
い
よ
う
な

も
の
で
す
。
画
も
見
開
き
の
大
絵
に
て
、
北
尾
重
政
で
す
。

明
和
七
年　

板
部
羅
甫
序　

奥
附
、
半
田
山
人

【
六
枚
目
】

騼
麿
（
バ
カ
マ
ロ
と
読
む
か
）
自
序
、

七
三×

五
一
、
江
戸
、
大
和
田
安
兵
ヱ
、
須
原
屋
伊
八
板

�

巻
一　

序
三
丁
、
目
次
本
文
十
五
丁
、　

二　

目
次
本
文
十
五�

丁
、　

三　

目
次
本
文
十
三
丁　

四　

同
じ
く
十
三
丁
、　

五　

同

じ
く
十
三
丁
。
但
し
こ
れ
は
奇
術
書
目
に
は
入
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
で
し
よ
う
が
。

△
手
品
独
伝
授
（
天
明
四
年
「
日
待
種
」
の
改
題
本
）

�

花
山
人
撰
の
序
文
。
文
政
十
四
年
、（
天
保
二
年
に
相
当
）
川
村
儀

右
ヱ
門
板
。
内
巻
初
版
に
全
く
同
じ
。

【図3-5】　「資料Ⅰ」、５枚目

【図3-6】　「資料Ⅰ」、６枚目
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△
手
妻
は
屋
合
点
、
肆
へ
ん
、
端
本
一
冊

�
十
方
舎
一
丸
画
述
と
あ
り
表
紙
の
彩
色
絵
は
国
員
の
署
名
あ
り
、

本
文
丁
づ
け
な
し
、
十
五
枚
、
四
巻
は
種
明
か
し

第
十
八
よ
り
第
卅
五
ま
で
。
肆
へ
ん
と
あ
る
故
第
四
冊
か
。

【
七
枚
目
】

�

刊
年
不
明
、
板
元
は
京
、
丸
屋
善
兵
ヱ
、
大
坂
、
河
内
屋
茂
兵
ヱ
、

同
藤
兵
ヱ
、

△�

題
不
明
、
極
小
本
、
四
〇

分×
二
八

分

、
印
刷
よ
ろ
し
。

嘉
永
乙
卯
（
安
政
二
年
に
当
る
）
一
二
三
亭
四
五
六
序

�

序
文
目
次
と
も
十
八
丁
、
種
明
か
し
二
十
八
件
、
各
頁
■
づ
ゝ
絵

入
り
。

△
新
曲
ざ
し
き
手
づ
ま　

奥
附
な
し
、
五
八×
三
八
、
本
文

八
丁
、
絵
色
表
紙
、
種
明
か
し
二
十
二
件
、

△
神
僊
手
品
妙
術
秘
伝
集
、
端
本
、
五
八×

三
八

春
（
の
巻
）
二
丁
、
夏
（
の
巻
）
二
丁

馬
喰
町
、
吉
田
屋
小
吉
板

△
新撰

て
づ
ま
の
種
、
元
表
紙
本
な
れ
ど
年
号
な
し
。

五
五×

三
八
、
表
紙
裏
に
「
新
撰
弄て

碗づ

珠ま

の
種
」

【
八
枚
目
】

　

�

と
内
題
あ
り
、〔
丁
づ
け
な
し
、〕
本
文
十
丁
、
大
坂
平
野
町
淀
屋

橋
角
、〔
絵
草
紙
問
屋
〕
石
川
屋
和
助
板　

丁
づ
け
な
し
、
十
五

丁
、
の
別
本
あ
り
。

△
西
洋
手
品
の
種
本
、
二
の
巻
、

永
島
福
太
郎
（
竹
林
舎
と
ら
重
）
明
治
十
四
年
序

明
治
十
四
年
二
月
、
浅
草
、
児
玉
源
七
板

五
九×

三
八
、
本
文
色
刷
り
六
丁
、
墨
刷
り
十
四
丁
、

△
西
洋
手
品
で
ん
じ
、
下
、
端
本
一
冊

�

五
二×
三
八
、
瓦
版
風
の
粗
版
、
本
文
八
丁
、
二
十
三
件
、
年
号

【図3-7】　「資料Ⅰ」、７枚目
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な
し
（
明
治
な
ら
ん
）
岐
阜
県
小
熊
村
、
安
江
文
五
郎
板
、

△
西
洋
伝
法
、
明
治
十
八
年
、
価
三
十
戔
、
下
谷
御
徒
町

松
井
吉
五
郎
板
、
五
〇×

三
七
、
本
文
五
丁
、

【
九
枚
目
】

編
輯
人
、
茨
城
県
下
市
、
綿
引
辰
之
助
、

△
東
京
新
工
夫
手
品
の
大
寄

明
治
三
十
七
年　

名
古
屋
、
三
輪
清
七
板

�〔
絵
色
〕
元
表
紙
、
五
九×

四
〇
、
本
文
十
四
丁
、
徳
川
期
の
板

本
を
用
い
た
重
版
本
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

◎�

以
下
は
諸
本
の
予
告
文
〔
又
〕
は
広
告
に
よ
っ
て
気マ

マず
い
た
も
の
、

但
し
実
際
刊
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明

△
本
朝
神
仙
要
術　

二
巻
（
和
国
智
恵
較
奥
附
の
予
告
）

△
璣
指
南
図
解　

三
冊
、（
璣
訓
蒙
鑑
草
の
予
告
）

△
続
璣
訓
蒙
鏡
草
（
同
右
）

【
一
〇
枚
目
】

△�
奇
■

不
測

智
恵
の
山　

三
巻
（
仙
術
日
待
種
の
予
告
。
風
狂
庵
撰
、
予
告

文
に
曰
く
「
此
書
は
日
待
種
に
も
れ
た
る
お
も
し
ろ
き
手
づ
ま
細

工
も
の
お
り
も
の
等
の
し
ゅ
〴
〵
の
で
ん
じ
ゅ
を
顕
す
」
と
）
花

【図3-8】　「資料Ⅰ」、８枚目

【図3-9】　「資料Ⅰ」、９枚目
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屋
久
二
郎
板
也
。

右
乱
筆
御
判
読
下
さ
い

　

28
７
５
日　
　

江
戸
川
乱
歩

山
本
慶
一
様

資
料
Ⅱ　

山
本
慶
一
編
「
日
本
奇
術
文
献
目
録
資
料
」

日
本
最
古
の
奇
術
書
と
さ
れ
る
陳
尾
公
『
神
仙
戯
術
』
に
始
ま
る

山
本
慶
一
編
「
日
本
奇
術
文
献
目
録
資
料
」（
以
下
、「
資
料
Ⅱ
」）
に

は
、「
書
名
」「
巻
数
」「
寸
法
」「
丁
数
」「
著
者
」「
出
版
年
代
」「
板

元
」「
内
容
の
概
観
」
と
い
っ
た
書
誌
事
項
に
続
き
、
同
八
項
目
の
空

欄
が
書
か
れ
た
「
追
加
目
録
」
欄
が
あ
り
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
但

し
書
き
が
あ
る
。

一
、�

本
目
録
は
「
日
本
奇
術
文
献
目
録
」
作
成
の
た
め
の
調
査

用
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
発
表
の
際
は
簡
単
な
解
説

が
つ
く
予
定
。

二
、�

本
目
録
作
成
に
あ
た
っ
て
は
坂
本
氏
の
奇
術
文
献
収
録　

近
藤
氏
作
品
集
そ
の
他
二
三
の
も
の
を
参
照
し
た
。
特
に

前
二
者
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
感
謝
す
。

三
、�

本
目
録
の
空
欄
は
編
者
の
調
査
不
備
の
た
め
に
し
て
諸
兄

の
御
訂
正
及
び
御
追
加
を
お
願
い
す
る
次
第
な
り

　
　

�

特
に
○
印
の
つ
い
て
い▲

な▲

い▲

も
の
は
目
録
作
成
の
資
料
が

不
足
で
あ
る
の
で
御
教
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

四
、�

貴
兄
御
所
持
の
書
物
の
上
に
△
印
を
附
し
て
ご
返
送
下
さ

い
。
尚
本
目
録
に
な
い
書
物
を
御
所
持
の
場
合
は
追
加
目

録
に
御
記
入
い
た
だ
き
た
く
、
尚
詳
細
な
る
御
報
告
が
い

【図3-10】　「資料Ⅰ」、10枚目
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た
ゞ
け
れ
ば
幸
と
存
じ
ま
す
。

五
、�
日
本
の
奇
術
研
究
の
た
め
に
ぜ
ひ
と
も
御
協
力
を
編
者
ふ

し
て
お
願
い
い
た
す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
目
録
の
送
付
時
期
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
山
本
慶
一
編
『
日

本
奇
術
書
目
録
（
未
定
稿
）』（
一
九
五
四
・
一
、
三
〇
部
印
刷
）
の

「
は
し
が
き
」
に
は
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
の
春
に
調
査
を
開

始
し
、「
当
時
私
の
手
元
で
判
明

せ
る
も
の
百
五
十
ほ
ど
を
孔
版
印

刷
と
し
て
正
副
二
通
を
私
の
知
つ

て
い
る
極
く
身
近
な
範
囲
の
人
々

に
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
十
五
通
の

内　

近
藤
勝
氏　

服
部
静
夫
氏　

緒
方
知
三
郎
氏　

高
木
重
朗
氏
。

マ
マ

松
田
昇
太
郎
氏　

千
頭
直
次
郎
氏　

江
戸
川
乱
歩
氏　

長
谷
川
豊
氏
の

八
氏
か
ら
詳
細
な
る
訂
正
、
書
加

え
を
な
し
た
る
御
返
事
を
い
た
だ

い
た
」
と
あ
り
、「
資
料
Ⅰ
」
に
書

か
れ
た
日
付
が
一
九
五
三
（
昭
和

二
八
）
年
七
月
二
八
日
で
あ
る
た

め
、
こ
の
年
の
春
か
ら
七
月
に
か

け
て
の
短
い
期
間
に
制
作
お
よ
び
配
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

山
本
が
返
送
用
に
正
副
二
部
ず
つ
配
布
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

乱
歩
は
「
追
加
目
録
」
欄
を
使
用
せ
ず
に
、
送
ら
れ
た
二
部
と
も
書

入
れ
を
し
た
上
で
保
管
し
、
山
本
へ
は
便
箋
で
詳
細
な
返
信
を
送
っ

た
よ
う
だ
。
そ
の
写
し
が
「
資
料
Ⅰ
」
で
あ
り
、
二
部
の
目
録
の
う

ち
の
「
返
送
用
」
と
書
か
れ
た
一
部
と
と
も
に
ス
テ
ー
プ
ル
で
右
上

【図4-1】　�「日本奇術文献目録資料」（「資料ⅡＡ」）、立教大学
江戸川乱歩記念大衆文化研究センター蔵

【図4-2】　「資料ⅡＡ」、１枚目
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一
か
所
を
綴
じ
て
保
管
さ
れ
て
い

た
。
本
稿
で
は
こ
ち
ら
を
「
資
料

Ⅱ
Ａ
」
【
図
４
】

と
し
、
も
う
一
部
を

「
資
料
Ⅱ
Ｂ
」【図
５
】

と
す
る
。

「
資
料
Ⅱ
Ａ
」
に
は
、
山
本
目
録

掲
載
の
乱
歩
所
持
本
一
一
冊
に

「
△
」
印
が
付
け
ら
れ
、
そ
の
書
誌

に
「
資
料
Ⅰ
」
の
記
述
と
同
様
の

訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
資
料
Ⅱ
Ｂ
」
に
は
、
第
一
面

と
、
最
終
面
の
裏
面
に
の
み
書
き

込
み
が
あ
る
。
目
録
未
記
載
の
乱

歩
所
持
本
に
つ
い
て
書
き
こ
ま

れ
、
目
録
記
載
お
よ
び
未
記
載
の

乱
歩
所
持
本
の
書
名
の
上
に

「
●
」
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
は
丸
数
字
が
「
①
」
か
ら
「
⑩
」
ま

で
振
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
乱
歩
の
収
集
し
た
和
本
の
奇
術
書
は
、

明
治
時
代
以
降
に
出
版
さ
れ
た
も
の
も
含
む
が
、「
資
料
Ⅱ
Ｂ
」
に

は
、
江
戸
時
代
と
明
治
時
代
の
境
目
に
波
線
が
引
か
れ
、
四
枚
目
の

裏
に
は
「
こ
れ
に
な
く
江
戸
川
所
持
の
本
／
〔
嘉
永
〕
以
前
」
と
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
乱
歩
が
収
集
書
を
時
代
に
よ
っ
て
区
別
し
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

【図5-1】　�「日本奇術文献目録資料」（「資料ⅡＢ」）、立教大学
江戸川乱歩記念大衆文化研究センター蔵、１枚目

【図5-2】　「資料ⅡＢ」、４枚目裏
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〔
翻
刻
〕「
資
料
Ⅱ
Ｂ
」

【
四
枚
目
裏
の
書
き
込
み
】

こ
れ
に
な
く
江
戸
川
所
持
の
本

〔
嘉
永
〕
以
前

明
和
四　

絵
本
一
興
鑑　

上
下

明
和
七　

一
心
相
伝　

極
秘
巻
（
五
巻
）
北
尾
重
政
画

〔
文
政
十
四
〕　

手
品
独
伝
授　

花
山
人　

天
明
四　

日
待
種
の
改

題
本手

妻
は
や
合
点
（
端
本
）

嘉
永
乙
卯
（
安
政
二
也
）　

題
不
明　

小
型
本

資
料
Ⅲ　
『
仙
術
夜
半
楽
』
の
写
真

「『
仙
術
夜
半
楽
』
の
写
真
」（
以
下
、「
資
料
Ⅲ
」）【図
６
】

は
、
裏
面

の
記
述
に
よ
る
と
、
一
七
五
五
（
宝
暦
五
）
年
刊
の
幾
篠
『
仙
術
夜

半
楽
』
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
三

月
三
日
に
山
本
慶
一
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。『
緒
方

奇
術
文
庫
目
録
』
と
は
、
立
教
大
学
図
書
館
所
蔵
・
江
戸
川
乱
歩
旧

蔵
書
の
『
緒
方
奇
術
文
庫
目
録　

和
書
之
部
』
の
こ
と
で
、
緒
方
知

三
郎
の
所
蔵
す
る
奇
術
に
関
す
る
古
文
献
を
整
理
し
た
同
書
は
、
山

本
慶
一
の
編
集
に
よ
っ
て
岡
山
県
児
島
か
ら
五
〇
部
印
刷
さ
れ
た
。

緒
方
知
三
郎
は
一
八
八
三
年
生
、
一
九
七
三
年
殁
。
病
理
学
者
と
し

て
、
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
や
東
京
医
科
大
学
名
誉
学
長
を
務

め
、
一
九
五
七
年
に
は
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
一
方
で
、
奇
術
書
の

収
集
・
研
究
家
と
し
て
も
日
本
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
。

『
緒
方
奇
術
文
庫
目
録　

和
書
之
部
』
の
『
仙
術
夜
半
楽
』
の
項
目

に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

23
仙
術
夜
半
楽　

上
・
下

半
紙
本
（22 .5 ×

16 cm

）

上
巻
九
丁　

下
巻
十
一
丁

幾
篠
述

宝
暦
五
年
正
月
（
一
七
五
五
）

江
戸
吉
文
字
屋
次
郎
兵
ヱ　

小
川
彦
九
郎

　

�

こ
の
本
は
よ
く
痛
ん
で
い
た
の
で
後
に
手
入
が
さ
れ
て
い
る
。

表
紙
も
元
の
ま
ゝ
で
は
な
い
。
内
容
は
上
巻
が
目
録　

下
巻
は

そ
の
伝
授
で
十
四
種
小
奇
術
の
ほ
か
影
絵
の
伝
授
あ
り
、
内
に

『
舌
に
こ
よ
り
を
さ
す
術
』『
あ
ふ
ぎ
の
絵
よ
り
蝶
た
は
ふ
る
仕

方
』『
紙
人
形
お
の
れ
と
う
ご
く
か
ら
く
り
』
等
あ
り
、
十
方
舎

一
丸
の
手
妻
早
伝
授
の
た
ね
で
あ
る
。
下
巻
末
に
『
妙
術
秘
伝

の
巻
終
』
と
あ
り
。
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資
料
Ⅲ
に
は
、
こ
の
解
説
部
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
舌
に
こ
よ
り

を
さ
す
術
」
が
写
っ
て
い
る
。

〔
翻
刻
〕「
資
料
Ⅲ
」

【
表
】

舌
へ

こ
よ
り
を

と
ふ
す

し
や
う

を
の
〳
〵

仕
様
の
伝
授
下
の
巻
に
あ
り

ら
う
そ
く
に

火
を
と
も
し

其
う
へ
を
紙
を
通
す
じ
ゆ
つ

【
裏
】

仙
術
夜
半
楽　
　

昭
31
３
３
受

宝
暦
五
年
正
月
刊

岡
山
山
本
慶
一
君
よ
り

送
り
来
る

（「
緒
方
奇
術
文
庫
」
23
に
あ
り
）

【図6-1】　�「『仙術夜半楽』の写真」（「資料Ⅲ」）、
立教大学江戸川乱歩記念大衆文化研
究センター蔵、表

【図6-2】　「資料Ⅲ」、裏
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【
注
】

1　

鬼
友
『
た
は
ふ
れ
草
』（
天
明
元
年
求
版
・
寛
政
七
年
再
刻
）。
題
箋
「
和
国

た
は
ふ
れ
草
」、
序
題
「
珍
曲
た
は
ふ
れ
ぐ
さ
」、
上
巻
末
に
「
た
は
ふ
れ
草
」

と
あ
る
。
資
料
Ⅰ
で
は
「
珍
曲
た
は
ふ
れ
草
」
と
い
う
見
出
し
の
も
と
、「
表

紙
題
箋
は
「
和
国
た
は
ふ
れ
草
」」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。『
緒
方
奇
術
文
庫
目

録　

和
書
之
部
』
に
よ
る
と
、
下
巻
末
に
「
仙
術
た
は
ふ
れ
草
」
と
書
か
れ
た

別
系
統
の
も
の
で
は
「
そ
ろ
ば
ん
に
て
い
ふ
こ
と
を
知
ら
す
事
」
を
含
む
五
項

目
が
差
し
換
え
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
立
教
大
学
図
書
館
蔵
・

乱
歩
旧
蔵
書
の
も
の
は
す
べ
て
差
し
換
え
ら
れ
て
い
な
い
系
統
の
も
の
で

あ
っ
た
。

2　

引
用
は
、
江
戸
川
乱
歩
『
江
戸
川
乱
歩
全
集　

第
一
巻　

屋
根
裏
の
散
歩

者
』（
光
文
社
文
庫
、
二
〇
〇
四
・
七
、
三
七
六
頁
）
に
よ
る
。

3　

立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
寄
託
資
料

4　

山
本
繁
子
『
追
悼
・
山
本
慶
一
の
軌
跡
』（
書
肆
亥
工
房
、
二
〇
〇
六
・
八
）

5　

黒
田
国
光
堂
企
画
室
編
『
コ
ク
ヨ
製
品
カ
タ
ロ
グ　

昭
和
三
十
四
年
版
』

（
黒
田
国
光
堂
、
一
九
五
九
・
六
、
三
九
頁
）

付
記

・�

本
稿
に
お
け
る
引
用
お
よ
び
翻
字
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、

ル
ビ
は
省
略
し
、
漢
字
は
新
字
体
を
用
い
た
。
ま
た
、
変
体
仮
名

は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

・�

塗
り
つ
ぶ
し
、
ミ
セ
ケ
チ
内
の
文
字
は
省
略
し
、
判
読
不
明
の
文

字
は
■
で
示
し
、
挿
入
部
は
〔
〕
内
に
記
し
た
。
ま
た
、
／
は
改

行
を
、【
】
は
各
資
料
内
の
ペ
ー
ジ
等
を
示
す
。

�

（
立
教
大
学
大
学
院
生
）




